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早期慢性膵炎の疾患概念の研究と新規診断法の開発：メタボローム解析を主軸と

した挑戦的研究 

１ はじめに 

アルコール性慢性膵炎はアルコール多飲による非可逆的膵組織の変化が進行した状

態であり、患者の QOL の著明な低下を惹起し、労働生産性の著しい低下を招くことが

産業保健においても、大きな問題となる。一方で慢性膵炎臨床診断基準が 2009 年に

改訂され、可逆的に修復可能な状況であろうと推察される、“早期慢性膵炎（early 

chronic pancreatitis:ECP）“の概念と診断基準が世界に先駆けて同改訂版にて初め

て提唱されたが、その疾患概念は未だ確立されておらず、さらには診断には超音波内

視鏡（Endoscopic Ultrasonography:EUS)などの専門性の高い膵画像所見が必要とさ

れている。 

 

２ 研究概要 

【目的】 

血漿メタボローム解析を用いて、アルコール性 ECPの疾患概念の確立と診断バイ

オマーカーの探索を行った。 

【対象と方法】 

研究機関に横浜労災病院、関東労災病院、大阪労災病院、熊本労災病院、国保旭中央

病院、自治医科大学附属さいたま医療センターを受診した症例を非飲酒対照群、飲酒

対照群、早期慢性膵炎群、慢性膵炎群の 4群に分け、症例収集を実施した。凍結血漿

を研究協力者、杉本昌弘博士所属のサリバテック社（山形県鶴岡市）に輸送し、同社

にて血漿試料をメタボローム解析用に準備し、解析は同社ならびに東京医科大学にて

LC-TOFMSを用いて、収集した血漿試料ならびに物質の標品を同時に測定し、メタボロ

ームの同定と濃度測定を実施した。 

【結果】 

アルコール性 ECP症例のメタボロミクスプロファイルは、飲酒対照群と慢性膵炎群の

間に分類され、飲酒正常膵や慢性膵炎とは異なるカテゴリーに分類されることが示唆

された。飲酒対照群とアルコール性 ECP群を鑑別する候補代謝物質の抽出・同定を行

った。飲酒対照群とアルコール性 ECP 群の Pathway Enrichment 解析を行い 2 群を鑑

別する候補代謝物の妥当性を評価した。同様に、アルコール性 ECP群と慢性膵炎群を

鑑別する物質の抽出・同定を行った。 

 

３ 研究成果の社会的意義 

血漿メタボローム解析にて、アルコール性 ECPの疾患概念を明らかにし、ECPが対照

群と慢性膵炎群の中間に位置する別の病態であることを示した。また、その鑑別のた

めのバイオマーカー候補となりえる代謝物の抽出・同定を行い、現状で診断に必須と

されている EUSなどの内視鏡検査なしで ECPを診断する可能性を示した。 
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